



























































報に関する責任者としての IR.政策分析者としての IR.スピンドクターとしての IR.研究者とし








































































のうち， 4割が2013年に設寵されたものである。したがって， 日本では， IRの竪史は浅く，
67 
かつてのFDがそうであったように，アメ 1)ちから輸入されたばかりの活動であると言えるの実際，
iIRという語を合んだ名称の認識があるj(9.9%) と IIRという名義:ではないが， IRを実Ji在する
るj という二つの選択技を合併して日投組織有り jとすると，約四分のーとな
っている会 でみれば， IIR組織有り j比国立で40.9%，私立で24.7%，会立で10.2%とな
って，i夫人化設にガパナンス り組みが進んで、いると設える c では， IIR 

















訪仏、で， して を見てみる。 ナピ し玉、
口記名式{学生番号やIDなど) ロ記名式{氏名) 口無記名式 口実絡していない
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従属変数 IR活動内容は学内に知られ 意思決定に関与 意思決定に貢献
B Exp (13) B Exp(s) B Exp (13) 
学生状況把握・分析 616 *本 1. 851 381 127 610 * 1. 840 
外部評価への対応 183 1.200 250 359 219 1. 245 
教育成果分析 275 1. 316 024 908 一204 815 
政策・改革動向分析 178 1. 195 596 * 024 596 * 1. 815 
財務・経営分析 -. 409 664 -. 240 433 ー 184 832 
定数 542 *キ* 1. 720 697 *ホ* 。。 508 ** 1. 661 
Cox-Sne 1 R2乗 079 090 115 
Nage 1 kerke R2乗 107 124 156 
モデノレ適合度 P<.05 pく.05 Pく 01
」一一一一
N 137 136 132 
モデル2
従属変数 TR活動内容は学内に知られ 意思決定に関与 意思決定に貢献
B Exp (13) B Exp (13) B Exp (13) 
学生把握・分析 640本本 1.897 398 1.488 593 本本 1.809 
認証評価への対応 180 1.197 281 1.324 271 1.311 
授業評価分析 401 1.493 111 1. 117 句 226 797 
政策・改革動向分析 245 1.278 695 * 2.004 675 本本 1.963 
財務・経営分析 一467 627 -379 684 一274 760 
公立ダミー -280 756 -1.379 252 -1. 697 183 
国立ダミー 一175 839 一485 615 】 149 862 
大規模大学ダミー 418 659 -.595 551 一447 639 
中のよ規模ダミー -835 434 四 451 637 096 1.101 
中の下規模 -588 555 -660 517 一143 867 
定数 1. 078 * 2.939 1. 419 本本 4.133 791 2.206 
Cox-Sne 1 R2乗 105 118 140 
Nage I ker ke R2桑 143 162 189 
モデル適合度 pく1 pく..05
N 130 130 125 
注:牢料iま1弘水準、料は5%水準、判ま10弘水準で、有意である。
U\~I! ・筆者作成
強は認知されていると見て良い。「まったく知られていなし¥Jの割合は 3.7%にすぎなし ¥0 また
「全学的な意思決定プロセスに IR組織は関与していますかjとの聞に対して. Iよく関与してい
るJ(2l.6%) と「まあ関与しているJ(42.6%)の割合は計6割を超えている。さらに，全学的な意















40年以上の歴史を持つ米国の高等教育の IRに対して， 日本における IRはまだ本格的な展開の
始動期であるといえるだろう。しかし， 日本の IRは皆無からのスタートではなし」様々な IR的
な組織及び活動は既存しており，今まで蓄積された経験を有効に生かすことが重要である。また日














今回の分析では， 日本における IR の現状及び IR の機能F 組織の役割を IV~ らかにすることを試
みた。 IR組織の設置と IR活動の展開に重要な関連があると考えられる。しかし IR組織を設置す
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Functions of Institutional Research in J apan: 
Focusing on its relation with the establishment 
。fIR organization 
Wenjun LIU (Toyo University) 
1n recent years， interest in 1R is increasing rapidly in J apan， and many universities are 
trying to establish organizations for promoting 1R activities. 
As background， universities today are facing numerous environment changes， such as 
transition to a knowledge副basedsociety， globalization of higher education， and reduction in the 
18・γear-oldpopulation. 1R activities are expected to improve the quality of university education， 
accountability to society， and operational e日ciency. 1n addition， policy-promotion is also a vital 
factor. 
This paper tries to clarify the current state and subjects of 1R in J apan by analyzing the 
results of a questionnaire on 1R nationwide universities. The main contents of this paper are as 
follow: to review the discussions about the role of 1R and previous studies (Section 1)， to analyze 
the function of 1R and its relation with the establishment of 1R organization in J apan(Section 2)， 
and to clarify the characteristics and subjects of 1R in J apan (Section 3). 
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